
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

10月 5日（金）に行われた障がい者合同就職面接会を取材してきました。西条市の主

催で、西条総合文化会館で開催されました。当日は、市内だけにとどまらず、今治市や新

居浜市の企業を含む 21社が参加され、面接会に来られた障がい者は約 35名でした。 

参加者の様子を見ていると、どの方もみな真剣な表情で興味のある企業の説明を受けら

れたり、個別面接をされたりして、会場は人と企業の貴重な出会いの場となっていまし

た。また、会場では就業支援や職業訓練等の就職に関する相談会も実施されていました。 

私たちが愛する「西条市」で、意欲を持って働きたい！と希望する人たちが一人でも多

く就職できることを願っています。 

お祭りも終わり、秋が深まる季節となりました。だんだんと寒くなりましたが、各地で

紅葉が見頃になるなど、楽しみも多くありますね。 

今年も残すところ 2 カ月程です。年初に「今年こそ◯◯しよう！」と目標を立てた人

は、「結局、今年もできなかった…」とあきらめず、残りの期間で何ができるか、考えて

みてもよいかもしれませんね(#^.^#)          （支援センター 津島） 

この機関紙は、西条市障害者相談支援センターがパソコン就労をめざす障がい当事者グループ

「オンリーワン」に編集を委託し、協同で作成したものです。 

 
 

バリアフリー 

ペーパー 

平成 30年度 西条市障がい者合同就職面接会を取材してきました！！ 

 

 

オンリーワンでは、西条市内の施設や事業所でのイベント等の

情報も発信していきます。掲載の希望がありましたら西条市障害

者相談支援センターまでお問合せください。 

西条まつりのクライマッ

クスとなる伊曽乃神社例大

祭の「川入り」の写真で

す。豪華絢爛な 70余台の

だんじりが川沿いに一堂に

会し、県内外から大勢の見

物客が訪れ、歓声が上がっ

ていました。 
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次回 1月発行                                
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題名： 
『コスモスと夜の月』 

 

 僕の中での秋のイメー

ジは、コスモスと夜の月で

す。その二つのテーマをイ

ラストで表現しました。絵

の構成がとても難しかっ

たけど、頑張って書きまし

た。 

 

山内 慎介  

静かな住宅街に、白い壁と大きなガラス張り
の玄関が目を引く建物。今回は平成 29年 12月
に開所した就労継続支援 B 型事業所そんげんを

取材させて頂きました。 
理事の村上さん、サービス管理責任者の山下

さんにお話を伺うことができました。 
村上さんはタオル美術館勤務時に障がい者の

就労が難しいことを知り、“西条市で何か社会に
貢献できることをしたい”、“少しでも人のお役

にたてれば”との思いで事業所を立ち上げられ
たそうです。そう思う気持ちの根底には、一広
ベトナム工場常駐時に、カンボジアで地雷処理
に取り組む高山良二さん（ＩＭＣＣＤ理事長）
との出会いにおいて生き方、考え方にすごく感

銘を受けたからだそうです。 
事業所名の『そんげん』は、“個人がお互いに

尊重しあう”という思いが込められています。 
施設外就労では一般の人とも一緒に作業をし

て、事業所以外の人とも共に働くことができる
良い機会になっています。 
“通所されている利用者さん一人ひとりの希

望に合わせて、その人に合った支援を心掛けて
います。作業を通じてコミュニケーションを取
り、楽しく過ごしてもらい、社会に出る一歩に
なってほしい”と話されていました。 

 

様々な仕事に従事された経験豊富な方がリーダーです！ 
利用者さんに掛ける言葉も、一人ひとりに気遣いながら接する温かさを感じました。 
『今日も、明日も、いい日でありますように』 
そんげんはこのスローガンを目標に職員・利用者さんが日々頑張るとても明るい所

でした！ 
記事作成：オンリーワン梅野 

（左から：山下さん・村上さん） 


